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　旧年中はたいへんご尽力いただきましてありがとうございました。
今年もよろしくお願いいたします。また、市民手作り事業として、
吹田市施行７０周年記念事業に際し、我々のD-Suita事業を行うに
あたり、運営面でもご協力いただきましてありがとうございました。
みなさんに非常に好評で、今年もこれを続けていこうと思っており
ます。    
　
　D-Suitaでは、「すいたん」というお金を使って、子ども達が世
の中の仕組みを学んでいましたよね。どれくらいの方が参加された
のですか？    

　吹田市の教育委員会のご協力をいただきまして、吹田市の全小学
校にチラシを配布できた効果もあったり、ご兄弟のお申込みもあり
ましたので、応募の段階で９００人以上でした。我々吹田青年会議
所は「まちづくりは、ひとづくり」を合言葉にずっと活動してきま
した。ところで、市長の「ひとづくり」という視点から、まちづく
りについて、どのようにお考えですか？    

　「ひとづくり」は、ダイレクトにできるものではなく、風格のあ
る「よいまち」を築けば、よい人が集まってくるのではないかと考
えています。ですから、吹田を「よいまち」「美しいまち」にした
いと常々思っています。例えば、まちが汚ければ、タバコの灰を捨
てる人も増えるけれど、美しいまちであれば、そんなことはないで
すよね。きれいな清潔なまちにすれば、いい人が集まってくるので
はないでしょうか。また、人だけではなく企業も集まってくるんじゃ
ないでしょうか。やはり、安心安全のまち、感動と感激のあるまち、
これに尽きると思います。吹田市は、市民病院もあり、救命救急を
含め医療環境が充実しています。ドクターカー、ドクターヘリもあ
り、高度医療機関も整備されているため、重篤な急病にも迅速に対
応できます。また、多くの公園があって自然環境も素晴らしいです
し、交通の便など都市機能も高い。これは安心安全のまちだといえ
ます。    
　また、京都の哲学の道ではありませんが、思索しながら歩けるよ
うな道もあり、考えることができるまちともいえます。スポーツ施
設も整っています。そういう意味では、企業家の方にも、ここで仕
事がしたい、企業活動がしたいと感じていただけるまちだと思って
います。さらには、マンパワー、つまり人材が豊富で、人脈のつな
がり、ネットワーク化も非常に進んでいるといえます。環境の面に
おいても、市民環境会議、シニア環境大学などの活動が熱心に進め
られており、多くの人材が育っています。マイバッグ持参運動、廃
油収集活動、アジェンダ21吹田による様々な取り組みなどが実績を
上げています。文化の面でも、浜屋敷、西尾邸、中西邸を中心に「ま
ち案内人」に活動していただいており、そうしたバックボーンもあっ
て、観光センターを作ったり、吹田商工会議所に「にぎわい観光協
会」を設立していただくことができました。    
　子育て世帯にもくらしやすいまちでもあります。保育園や幼稚園
が多くあり、子育て中の親が交流できる「子育て広場」も多くあり
ますし、子育て・青少年支援の核として山田駅前に建設中の拠点施
設が春には完成します。一方で、高齢者が楽しく集えるようなふれ
あいの場もあります。吹田市には、いろんなジャンルにおいて、施
設や景観だけではなく人材も揃っています。そういう意味で、三拍
子が揃っているまちともいえます。「安全なコミュニティ」「安心

の福祉医療」「安定したくらし・働き」「安寧なる市民生活」「安
穏なる地域社会」といったよいまちをつくれば、そのまちに相応し
い人が集まってくる。そして、その人たちが、まちづくりの担い手
となって、さらによいまちになるという循環型のまちづくり、ひと
づくりをめざしていきたいと考えています。    

　私たちも吹田をよいまちにしたいという思いから、今年は『誠意
工夫～調和から生まれるコミュニティをつくろう～』をスローガン
に掲げて、がんばっていこうと思っています。誠意工夫という言葉
は造語でして、私たち青年の柔軟な考え方のもと、まちづくりにお
いて、常に新しい発想で工夫をし、誠意を持って青年会議所運動に
取組めば、必ずこの吹田のまちがより健全に発展するんだという思
いを込めた言葉です。このスローガンのもと一年間、青年会議所運
動に邁進していこうと思っています。例えば、子どもは子ども、お
年寄りはお年寄りと、世代同士の交流、横の関係はあるのですが、
他世代の交流、縦の関係をもっと築いていかなければならないので
はないかと感じています。私たちは２０代から４０代の集まりで、
ちょうど中間層に位置しますので、あらゆる世代の橋渡し、架け橋
役になって、調和を生み出していきたいと思っています。    

 「調和」といいますと、古いもの、いわゆる伝統と、新しいもの、
グローバルなものとの共存調和や、人と自然、都市と地球との共存
調和、お互いの「違い」を認めていくという多様性の共存調和など、
いろいろな観点があると思います。    

　市長のおっしゃるとおりです。最近、そうしたいろんな調和、つ
ながりが希薄になっているとしか思えないのです。例えば、お隣が
うるさいからといって、役所に電話をされたりする方もおられます。
言いたくないようなことを他人に任せて、自分は逃げてしまったり、
他にも事なかれ主義であったりと、自分さえ良ければいいといった
風潮になってきています。 
   
　地域のつながりが希薄になっていることには、私も危機感を持っ
ています。昔は、いわば路地裏の温もりともいうような、家族や近
隣どうしの助け合い、励まし合い、相互扶助といったつながりがあ
りました。私は、今の日本から消滅しかけている温もりある地域社
会を取り戻していきたいと考えています。温かな交流のある地域コ
ミュニティを再構築し、皆様に、地域をもう一度見つめ直す、つま
り地域の再発見、吹田の再発見をしていただければ、と思います。
そのため、市制７０周年を機に「地域の芸術祭」にも取り組んでい
ます。    

　家族や近隣どうしの助け合いといえば、私の子どもの頃は、まだ
家の周辺は竹やぶで、竹の子が採れたときは、ご近所の方々に差し
上げたりして、みんなで幸せを分かちあったものです。    

　そのような絆といいますか、家族の温もり、そして、路地裏の温
もりを取り戻し、まち全体が助け合う、互助の地域協働社会の再構
築ということが私のメインテーマとも考えています。昨年は、子ど
もへの虐待、１００歳以上のお年寄りの安否不明の問題などがあり
ましたが、こうしたことは、家族や地域のつながりがあれば防げる
ものです。今は、例えば地域の方が子育てについて何か進言したと
しても、親など身内が聞く耳を持たない、といったように、つなが
りが枯れた、いわば「無縁社会」になってしまっています。その無
縁社会をどうするのか、絆の再生をどうしていくのか、という今の
日本社会が抱える悩み、課題を解決するためには、やるべきことが
たくさんあると思っています。    

　そういった無縁社会は地域の問題だけではなく、対諸外国におい
ても、顕著になっているのではないかと危惧しています。昨年のチ
リの鉱山事故でも、日本の土木技術は世界一で、日本のトンネル技
術であれば６００メートルほどの穴はすぐに掘れ、あんなに何ヶ月
もかからなかったはずなんです。日本が、昔からあった思いやりの
精神を失っていなければ、すぐに行動していたのではないでしょう
か。しかし、行動に移さなかった。私は、今でも日本の政府がゼネ
コンを使ってでも、他を思いやる精神を持って、すぐに行動を起こ
すべきだったと思っています。そうすれば、本来日本が持っている
はずの思いやり精神だけではなくて、日本の技術を世界にアピール



✤

理
事
長 

理
事
長 

市 

長

市 

長

市 

長

理
事
長 

理
事
長 

市 

長

理
事
長 

市 

長

市 

長
理
事
長 

市 

長

理
事
長 

市 

長

理
事
長 

理
事
長 
市 

長

市 

長

Worldwide Federation of Young Leaders and Entrepreneurs

できたはずなんです。そういう意味においても、日本の将来は本当
に心配でなりません。    

　確かに、日本の将来は本当に心配です。根岸英一さん、鈴木章さ
んがノーベル化学賞を受賞されましたが、これから先の日本からは、
ノーベル賞を受賞するような人材が出てこないかもしれませんね。
オリンピックなどスポーツの世界でも弱くなっていくかもしれませ
ん。また、海外へ留学する学生も少ないらしいですね。これから、
お金をかけてでも教育を充実させていかなければなりません。    

　教育といえば、昨年の私たちの事業「知ろうよ！吹田」でお世話
になった川崎和男教授（大阪大学）もおっしゃられていたのですが、
日本が最先端を走っていたはずの医療分野においても中国や韓国が
日本に追いついてきているそうです。話題の事業仕分けで、今やっ
ている開発を止められ、最先端の研究も止まっているそうです。    

　やはりトップランナーをめざす姿勢は大事ですよね。韓国の順天
市と交流を始めようと思っており、順天の市役所の部長さんや課長
さんともお会いしましたが、日本の松下政経塾や竹中平蔵さんなど
の本を読んでおられるなど、非常に勉強熱心で、がんばっていらっ
しゃる印象を受けました。    

　そういえば、地域の絆が強い都道府県の方が学力も上がるという
データもありましたよね。    

　吹田市の子どもは大阪府内でも高い学力を誇っています。これは、
学校の先生方もがんばっておられるし、ご家庭でも子どもの勉強に
対し熱心な親御さんが多くいらっしゃるという証明ではないでしょ
うか。
    
　私たちも、もっとがんばらないといけません。私たちは、青少年
関連事業として、一昨年からD-Suita事業を行っています。一昨年
は日本の高校生や香港・中国の学生を対象に旭町商店街の空き店舗
を利用して、企画・運営から営業まで学生自身で行いました。これ
は、青少年育成や地域活性化、そして国際交流が狙いにあり、職業
体験や海外の学生との交流を通じて、将来の自分の夢を持つととも
に、未来に対する夢もしくは希望を大きくして欲しいという私たち
の想いがありました。そして、昨年度は小学生を対象に、職業体験
だけではなく、子ども達に感謝の気持ち、人を思いやる心を育ませ
て欲しいという想いを込めて、事業を実施しました。昨年は市制施
行７０周年の記念事業として、吹田市には大きなバックアップを頂
き、感謝しております。本年度もまちの将来を担う青少年に対して、
想像力や創造力を高め、この吹田を郷土として愛する心をはぐくむ
事業を、他世代の方々にも協力して頂き、更なる発展を目指して展
開しようと考えていますので、本年度も行政としてのバックアップ
をして欲しいと願っております。

　そういった、素晴らしい取組はぜひ継続してやっていただきたい
ですね。市としても協力できればと思っています。    

　今年は、D-Suita事業も３年目ということですので、ホップ、ス
テップ、ジャンプできるように、他世代の方も巻き込んで発展して
いきたいと思っています。    

　子ども達が夢や目的をもって、何かに取り組むことはとても大事
ですね。日本の子どもは、大きな夢や希望、抱負を持っていない、
といったような調査結果もあるようです。青年会議所さんには、今
後とも、子ども達が夢を持てるような事業に取り組んでいただけれ
ば、と思っています。    

　先ほどのチリの問題に戻りますが、日本の技術で救出できていれ
ば、子ども達にも「日本の技術はすごくて、こういう人助けもする
ことができるんだよ」と話もできるのではないでしょうか。世界に
何か自慢できるようなものがあるからこそ、世界に何かを発信でき
るのだと思います。もしかしたら、大人や今の日本に何か自慢でき
るようなものがあれば、いいのかもしれません。    

　日本が自慢できるものが何なのか、改めて見直した方がいいのか
もしれませんね。得意な分野として、持続し得るものは何なのか、
考える必要があるでしょう。また、日本の伝統を再認識し、子ども
達に伝授、継承していくことも、もっとやっていかなければならな
いと思います。市では、NPOなどの協力を得ながら、伝統文化、伝
統芸能、伝統工芸の子ども向け教室をやっています。地に足をつけ、
基本の部分を大切にしながら、ボトムアップしていければ。足場が
無い状態で、世界を見ていても宙に浮くだけです。きちっとした足
場ができるような社会教育、地域教育が必要なんです。   

　今まで以上に、青年会議所だけではなくて、ＮＰＯや企業の方々
がネットワークを組んで、やっていかなければならないことだと思
います。    

　最近は、地域に目を向けてくださる企業も多いですね。    

　そういう企業が多ければ、子ども達も誇りになるでしょうし、郷
土愛が生まれるのだと思います。吹田は企業の強い産業経済のまち
ですし、今まで以上に期待が持てるのかもしれませんね。    

　本市が開設したジョブカフェの職業紹介を通じて、企業が地元の
吹田の方を採用するというような動きもあり、嬉しく思っています。
工業の売上高は、やはり町工場が多い東大阪市には負けますが、卸
売業の売上高では、吹田市は大阪市に次いで大阪府で２番目になり
ます。堺市や東大阪市よりも上位なんです。また、起業率も高いで
す。ニュータウンがあることから、住宅都市あるいは文教都市のイ
メージが強いですが、企業の強い産業経済のまちでもあります。  

　確かに、吹田は本当に企業が強いと実感しております。D-Suita
のときも、多くの企業からバックアップをいただきました。そういっ
たものも、つながり、調和から生まれるものなんでしょうね。市長
は、他にどういった部分に目を向けていらっしゃいますか。    

　橋下知事もがんばっていらっしゃいますが、日本の政治の枠組み
を変えていかなければならないと思います。やはり政府は外交、防
衛、安全保障、金融などの課題に特化、集中し、内政は地方に任せ
るべきだと思います。そういう風にしていかないと、世界に立ち向
かえるような政治はできないでしょう。私は道州制を視野にいれた
地方分権、地域主権の改革が大事だと考えています。内政を地域に
任せれば、地域が独自性を発揮でき、活性化していくのではないで
しょうか。青年会議所がめざしておられる「まちづくり」の原点は
地域主権にあるのではないかと思っています。地域主権の実現のた
めには、私たち行政だけではなくて、青年会議所の皆さんのような
方々にももっと声を上げていただきたいですね。今後、国のあり方
がどうあるべきかということについて、働きかけてほしいと思って
います。    
　橋下知事は、都構想の中で、区制にするということもおっしゃっ
ていましたが、大阪市に隣接している市が、すべて区にされると、
吹田市も「吹田区」、つまり大阪市の一部となり、自主性や自律性
が弱まってしまうと感じています。固定資産税や住民税といった税
源も、都が管理し区に配分するというようなことになると、なかな
かきめ細かいことができなくなるのではないかと考えています。    

　道州制については、３、４年前から、あらゆる青年会議所の大会
で道州制のフォーラムなどを開催しているのですが、まだまだ私た
ちの勉強不足だと痛感しております。とはいえ、やはり人の集合体
が地域であって、地域の集合体が国家になっていくのでしょうから、
地域、そして一人ひとりの意識は非常に大事になってくるのではな
いでしょうか。   

　国政は国益、そして私たちが担う地方行政は地域益、市益を大切
にする、ということになってくると思っています。そして、関西州
という大きな枠組みを視野に入れながら、役割分担のあり方を考え
ていくことが大事だと思います。

　今年は、お話させていただいたように、『誠意工夫～調和から生
まれるコミュニティをつくろう～』をスローガンに掲げ、誠意とい
う思いやりの心であったり、真心を前面にすべての活動において打
ち出していきたいと思っています。あと、青年らしい、青年ならで
はの柔軟な考えをもとに、常に新しいアイデアで工夫をし、活動し
ていきたいと思っています。どうぞこれからもよろしくお願いいた
します。本日は本当に貴重なお時間有難うございました。   
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